
平
成
二
十
五
年
一
月
三
十
日
提
出

質

問

第

六

号

い
わ
ゆ
る
「
屋
良
覚
書
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

照

屋

寛

徳
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い
わ
ゆ
る
「
屋
良
覚
書
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

安
倍
総
理
は
、
去
る
一
月
二
十
八
日
、
第
百
八
十
三
回
国
会
に
お
け
る
総
理
大
臣
所
信
表
明
演
説
で
「
我
が
国
を
取
り
巻
く

情
勢
は
、
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
国
境
離
島
の
適
切
な
振
興
・
管
理
、
警
戒
警
備
の
強
化
に
万
全
を
尽
く
し
、
こ
の
内
閣

の
下
で
は
、
国
民
の
生
命
・
財
産
と
領
土
・
領
海
・
領
空
は
、
断
固
と
し
て
守
り
抜
い
て
い
く
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
」
と
述
べ

た
。一

方
、
本
年
一
月
十
五
日
付
・
沖
縄
タ
イ
ム
ス
は
、
「
中
国
の
航
空
機
に
よ
る
尖
閣
諸
島
周
辺
へ
の
領
空
侵
犯
に
対
処
す
る

た
め
、
防
衛
省
が
（
沖
縄
県
）
宮
古
島
市
の
下
地
島
空
港
に
Ｆ
�
�
戦
闘
機
を
常
駐
さ
せ
る
案
を
検
討
し
て
い
る
」
と
報
じ
て

い
る
。

係
る
沖
縄
タ
イ
ム
ス
報
道
を
受
け
て
以
来
、
沖
縄
で
は
、
下
地
島
空
港
を
自
衛
隊
や
米
軍
等
が
軍
事
目
的
で
は
使
用
し
な
い

旨
、
一
九
七
一
年
八
月
に
当
時
の
琉
球
政
府
と
日
本
政
府
と
の
間
で
確
認
し
た
公
文
書
、
い
わ
ゆ
る
「
屋
良
覚
書
」
、
あ
る
い

は
一
九
七
九
年
六
月
に
沖
縄
県
と
政
府
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
「
西
銘
確
認
書
」
を
め
ぐ
っ
て
様
々
に
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い

る
。以

下
、
質
問
す
る
。

一



一

い
わ
ゆ
る
「
屋
良
覚
書
」
と
は
、
下
地
島
訓
練
飛
行
場
（
現
・
下
地
島
空
港
）
に
つ
い
て
、
一
九
七
一
年
八
月
十
三
日
付

通
海
七
〇
二
号
に
よ
り
、
当
時
の
琉
球
政
府
か
ら
照
会
が
あ
り
、
政
府
が
昭
和
四
十
六
年
八
月
十
七
日
付
沖
・
北
対
第
二
九

五
六
号
・
空
総
第
三
九
〇
号
に
よ
り
回
答
し
た
文
書
の
こ
と
で
あ
る
。

政
府
は
係
る
文
書
、
い
わ
ゆ
る
「
屋
良
覚
書
」
が
現
在
で
も
効
力
を
有
し
、
安
倍
内
閣
に
お
い
て
も
尊
重
し
、
遵
守
す
る

と
の
立
場
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

政
府
は
、
私
が
二
〇
〇
四
年
十
一
月
四
日
付
で
提
出
し
た
「
下
地
島
空
港
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
に
対
し
、
同
年
十
一

月
十
二
日
付
の
答
弁
書
に
お
い
て
「
当
時
の
下
地
島
訓
練
飛
行
場
は
、
現
在
、
第
三
種
空
港
で
あ
る
下
地
島
空
港
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
利
用
に
つ
い
て
の
調
整
の
権
限
は
、
引
き
続
き
、
管
理
者
で
あ
る
沖
縄
県
が
有
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

た
だ
し
、
下
地
島
空
港
は
、
公
共
の
用
に
供
す
る
飛
行
場
と
し
て
適
切
に
使
用
す
る
必
要
が
あ
り
、
お
尋
ね
の
よ
う
に
パ
イ

ロ
ッ
ト
訓
練
及
び
民
間
航
空
以
外
の
利
用
が
当
然
に
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
、
政
府
は
、
私
が
二
〇
〇
四
年
十
一
月
二
十
二
日
付
で
提
出
し
た
「
下
地
島
空
港
の
軍
事
利
用
に
関
す
る
質

問
主
意
書
」
に
対
し
、
同
年
十
一
月
三
十
日
付
の
答
弁
書
に
お
い
て
「
『
パ
イ
ロ
ッ
ト
訓
練
及
び
民
間
航
空
以
外
の
利
用
が

当
然
に
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
る
。
』
と
の
見
解
は
、
下
地
島
空
港
が
公
共
の
用
に
供
す
る
飛
行
場
で

二



あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
の
使
用
方
法
に
関
す
る
一
般
的
な
考
え
方
と
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
同
空
港
の
利
用
に
つ
い

て
の
調
整
の
権
限
は
管
理
者
で
あ
る
沖
縄
県
が
有
し
て
い
る
と
の
政
府
の
見
解
を
変
更
し
た
も
の
で
は
な
い
」
と
答
え
て
い

る
。こ

れ
ら
の
答
弁
書
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
に
、
下
地
島
空
港
に
つ
い
て
は
、
管
理
者
で
あ
る
沖
縄
県
が
同
空
港
の
利
用
に

つ
い
て
の
調
整
の
権
限
を
有
し
て
お
り
、
政
府
は
当
該
権
限
を
超
え
て
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
訓
練
及
び
民
間
航
空
以
外
の
目
的
に

使
用
さ
せ
る
こ
と
を
沖
縄
県
に
命
令
・
指
示
す
る
法
令
上
の
根
拠
を
有
し
な
い
、
と
解
す
る
が
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
な

お
、
法
令
上
の
根
拠
を
有
す
る
と
の
見
解
で
あ
れ
ば
、
そ
の
条
文
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

前
記
答
弁
書
で
示
さ
れ
た
下
地
島
空
港
の
管
理
者
で
あ
る
沖
縄
県
が
有
し
て
い
る
同
空
港
の
「
利
用
に
つ
い
て
の
調
整
の

権
限
」
及
び
「
使
用
方
法
に
関
す
る
一
般
的
な
考
え
方
」
と
は
い
か
な
る
も
の
か
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
係
る
「
利
用
に
つ
い
て
の
調
整
の
権
限
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
地
方
管
理
空
港
」
の
管
理
者
た
る
沖
縄
県
知
事
の
専

権
と
し
て
属
す
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
沖
縄
県
議
会
の
議
決
を
経
て
行
使
で
き
る
も
の
か
、
法
的
根
拠
を
示
し
た
う
え
で
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

空
港
法
第
五
条
に
基
づ
き
、
政
令
で
い
わ
ゆ
る
「
地
方
管
理
空
港
」
と
し
て
定
め
ら
れ
る
下
地
島
空
港
に
あ
っ
て
は
、
同

三



条
第
三
項
の
規
定
に
従
っ
て
沖
縄
県
議
会
の
議
決
を
経
な
い
限
り
、
具
体
的
に
は
「
沖
縄
県
空
港
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
」
及
び
同
条
例
「
施
行
規
則
」
を
改
正
し
な
い
限
り
、
同
空
港
の
運
用
時
間
や
使
用
形
態
を
変
更
で
き
な
い
、
と
解

す
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


